
垣
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
関
ヶ
原
の
戦
い
で
、
大
垣
城

が
出
て
く
る
が
、
大
垣
は
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
の
ラ

ス
ト
、「
は
ま
ぐ
り
の
ふ
た
み
に
わ
か
れ
ゆ
く
秋
ぞ
」

の
句
の
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
江
（
周
辺
）
は
、

芭
蕉
と
ゆ
か
り

0

0

0

が
深
い
が
、
芭
蕉
の
故
郷
の
伊
賀
上
野

は
、
近
江
の
ま
南
で
あ
る
。
関
ヶ
原
の
ほ
ぼ
北
に
そ
び

え
る
伊
吹
山
は
、
百
人
一
首
の
他
、
古
事
記
に
お
い
て
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
ひ
ど
い
目
に
あ
い
、
そ
れ
が
も
と
で

や
が
て
死
ん
で
ゆ
く
地
で
あ
っ
た
。

　

湖
東
で
は
、
何
と
い
っ
て
も
織
田
信
長
の
安
土
城
で

あ
る
。
南
・
安
土
城
、
北
・
長
浜
城
（
秀
吉
）、
西
・

坂
本
城
（
光
秀
）
と
、
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
、
近

江
支
配
、
全
国
支
配
の
中
枢
で
あ
り
、
重
要
な
役
割
を

荷
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
京
都
と
北
国
、
東
国
を
結
び

つ
け
る
大
動
脈
と
し
て
、
琵
琶
湖
の
水
運
が
必
須
の
も

の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
湖
東
を
め
ぐ
る
と
、
近
江
商
人
の
町
、
近
江

八は
ち

幡ま
ん

は
八
幡
堀
が
有
名
で
、
時
代
劇
の
ロ
ケ
に
は
必
ず

出
て
く
る
。
こ
の
町
は
豊
臣
秀
次
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。

近
く
の
八
日
市
の
蒲が

も

生う

野の

は
、
あ
の
額
田
王
と
大
海
人

皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
と
の
、「
あ
か
ね
さ
す
…
」、

「
紫
の
に
ほ
へ
る
…
」
の
唱
和
で
有
名
で
あ
る
が
、
演0

技0

だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
信
楽
は
狸
の
陶
器
で
有
名
で

あ
る
が
、
信
楽
宮
も
あ
り
、
ま
た
歌
枕
（
歌
の
名
所
）

で
も
あ
っ
た
。

○
伊
勢
（
三
重
県
）

　
「
伊
勢
は
津
で
も
つ
、
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ
」

郷
で
あ
り
、
浅
井
三
姉
妹
の
淀
、
初0

、
江
の
初0

の
夫
・

京
極
高
次
の
城
下
町
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
湖
北
は
、

浅
井
、
朝
倉
軍
対
信
長
、
家
康
軍
の
姉
川
の
古
戦
場
、

小
谷
城
跡
、
鉄
砲
の
国
友
村
と
、
歴
史

0

0

に
は
事
欠
か
な

い
。

　

彦
根
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
第
一
回
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
の

生
涯
」
の
井
伊
大
老
よ
り
も
、
彦
根
藩
士
で
芭
蕉
の
門

人
で
あ
る
森
川
許き

ょ

六り
く

が
思
い
浮
か
び
、
歌
人
塚
本
邦
雄

は
彦
根
高
商
の
出
身
で
あ
る
。
彦
根
の
ま
横
に
あ
る
佐

和
山
城
（
跡
）
は
、
三
成
に
過
ぎ
た
る
も
の
と
し
て
、

島
左
近
と
並
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
石
田
三
成
は
、
京

都
六
条
河
原
で
処
刑
さ
れ
、
墓
は
大
徳
寺
に
あ
る
。
同

じ
く
三
成
で
名
高
い
関
ヶ
原
は
、
ほ
ぼ
彦
根
の
ま
東
に

あ
り
、
壬
申
の
乱
、
新
古
今
歌
人
良
経
の
詠
、
そ
れ
を

も
と

0

0

に
し
た
芭
蕉
の
句
が
想
起
さ
れ
る
が
、
省
い
て
大

○
近
江
（
滋
賀
県
）

　

古
来
、「
近
江
を
（
美
濃
も
）
制
す
る
も
の
は
天
下

を
制
す
」
と
い
わ
れ
、
都
の
東
に
位
置
し
、
琵
琶
湖
と

い
う
水
運
の
大
動
脈
を
有
す
る
滋
賀
県
か
ら
。
な
お
大

津
は
以
前
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
今
回
は
省
く
。
ま

ず
堅
田
と
い
え
ば
、
浮う

き

御み

堂ど
う

で
あ
る
が
、「
病
む
雁
の

夜
寒
に
落
ち
て
旅
寝
か
な
」（
芭
蕉
）
が
忘
れ
が
た
い
。

そ
の
北
の
高
島
の
大
溝
城
址
は
、
戦
国
浅
井
三
姉
妹
の

ま
ん
中
の
女む

す
め

（
数
年
前
の
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、
水
川

あ
さ
み
）
が
い
た
城
で
あ
る
。
今
は
湖
東
の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
人
の
行
き
来
は
多
い
が
、
古

い
に
し
え

・
昔
は
北
陸

へ
は
湖
西
を
通
っ
た
よ
う
で
、
古
く
は
万
葉
に
歌
わ
れ
、

紫
式
部
も
湖
西
を
通
っ
て
、
越
前
武た

け

生ふ

（
国
府
）
へ
行

っ
た
。

　

そ
し
て
琵
琶
湖
の
北
に
浮
か
び
、
謡
曲
で
名
高
い
、

国
宝
が
あ
る
竹ち

く

生ぶ

島し
ま

へ
は
、
長
浜
か
今
津

0

0

か
ら
船
で
行

く
。
今
津
駅
と
港
は
す
ぐ
近
く
、
そ
の
間
に
琵
琶
湖
周

航
の
歌
資
料
館
（
無
料
）
が
あ
る
。
作
詩
者
、
作
曲
者

と
も
夭
折
の
三
高
の
若
者
で
あ
っ
た
。
竹
生
島
の
東
の

湖
北
で
は
、
柴
田
勝
家
と
羽
柴
秀
吉
が
対
決
し
た
賤
ヶ

岳
の
七
本
槍
の
話
や
、
余
呉
湖
、
東
映
映
画
で
、
田
坂

具
隆
監
督
、
佐
久
間
良
子
主
演
、
水
上
勉
原
作
「
湖う

み

の

琴
」
の
舞
台
の
地
も
忘
れ
が
た
い
。
そ
の
北
は
福
井
県

で
、
万
葉
に
登
場
す
る
敦
賀
が
あ
る
。
敦
賀
の
金
ヶ
崎

は
太
平
記
に
も
出
て
く
る
が
、
朝
倉
攻
め
の
信
長
が
、

浅
井
の
裏
切
り
に
あ
っ
て
、
何
と
か
京
へ
逃
げ
帰
っ
た

地
で
あ
る
。
西
の
小
浜
は
、
鉄
幹
、
晶
子
の
た
め
に

自み
ず
か

ら
身
を
ひ
い
た
、
夭
折
の
歌
人
山
川
登
美
子
の
故

近畿古典史跡めぐり
―近江、伊勢、紀伊―
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和
歌
の
浦
は
、
赤
人
の
「
わ
か
の
浦
に
…
」
で
あ
ま
り

に
も
有
名
で
あ
る
が
、
海
南
市
近
く
の
藤
白
は
、
有
間

皇
子
の
「
家
に
あ
れ
ば
笥け

に
も
る
飯い

ひ

を
…
」
の
歌
の
地

で
、
皇
子
は
こ
こ
で
絞
殺
さ
れ
た
。
さ
ら
に
南
へ
行
く

と
、
醤
油
で
有
名
な
湯
浅
が
あ
る
が
、
小
林
秀
雄
の

「
私
の
人
生
観
」
に
も
出
て
く
る
明
恵
上
人
の
島
が
あ

る
。
さ
ら
に
御
坊
市
の
道
成
寺
は
、
安
珍
・
清
姫
で
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
印
南
の
近
く
の
岩
代
は
、
有
間

皇
子
の
「
磐
代
の
浜
松
が
枝
を
引
き
結
び
…
」
の
歌
の

地
で
あ
る
。

　

ま
た
田
辺
市
は
、
弁
慶
で
名
高
い
が
、
あ
の
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

が
久
し
く
住
み
、
永
眠
し
た
地
で
も
あ
る
。
田
辺
か

ら
入
る
熊
野
古
道
は
、
後
白
河
、
後
鳥
羽
上
皇
た
ち
が
、

熊
野
御
幸
と
し
て
通
っ
た
道
で
あ
る
。
さ
ら
に
串
本
に

は
、
京
都
四
条
派
の
円
山
応
挙
の
絵
の
あ
る
無
量
寺
が

あ
る
。
那
智
に
は
竜
の
ふ
ん
ど
し

0

0

0

0

の
よ
う
な
那
智
の
滝

が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
補ふ

陀だ

落ら
く

渡
海
の
出
発
地
と
し

て
知
ら
れ
、
そ
こ
よ
り
沖
の
彼
方
の
補
陀
落
山
を
目
指

し
た
地
な
の
だ
。
さ
ら
に
新
宮
の
大
石
誠
之
助
（
内
蔵

助
で
は
な
い
）
は
、
大
逆
事
件
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。

佐
藤
春
夫
に
「
大
石
誠
之
助
は
殺
さ
れ
た
り
」
と
い
う

一
節
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
新
宮
と
切
っ
て
も
切
れ
な

い
文
学
者
が
「
秋サ

ン

マ
刀
魚
の
歌
」
の
佐
藤
春
夫
で
あ
る
。

ま
た
こ
こ
新
宮
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
不
死
の
薬
を
求
め

て
出
発
さ
せ
た
徐
福
が
、
た
ど
り
つ
い
た
地
と
も
さ
れ

て
い
る
。

形
式
に
し
て
、
俊
成
、
定
家
父
子
に
御み

裳も
す
そ濯

河が
わ

歌
合
、

宮み
や

河が
わ

歌
合
と
し
て
判
を
さ
せ
た
。
そ
し
て
鳥
羽
や
賢か

し
こ

島じ
ま

の
あ
る
志
摩
は
さ
し
て
古
典
と
関
係
が
な
い
が
、

「
鷹
一
つ
見
つ
け
て
う
れ
し
い
ら
ご
崎
」
の
伊
良
湖
岬

の
手
前
の
神
島
は
、
三
島
由
紀
夫
の
「
潮
騒
」
の
舞
台

で
、
吉
永
小
百
合
、
山
口
百
恵
ら
、
青
春
映
画
と
し
て
、

人
気
新
人
女
優
が
主
演
す
る
定
番
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
尾お

鷲わ
せ

や
熊
野
（
鬼
ヶ
城
）
も
あ
る
。

○
紀
伊
（
和
歌
山
県
）

　

北
か
ら
。
ま
ず
は
高
野
山
の
北
麓
九
度
山
町
に
は
、

地
獄
の
三
途
の
川
の
渡
し
賃
・
六
文
銭
の
真
田
の
父
子
、

真
田
昌
幸
、
信
繁
（
幸
村
）
が
隠
棲
し
た
遺
跡
が
あ
る
。

義
経
、
正
成
と
共
に
、
幸
村
は
判
官
び
い
き
の
日
本
人

に
人
気
が
高
く
、
源
三
位
頼
政
と
同
様
、
武
士
と
し
て

最
期
の
一
花
を
咲
か
せ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
高
野

山
は
空
海
、
西
行
の
外
、
上
田
秋
成
の
雨
月
物
語
の

「
仏
法
僧
」
に
出
て
く
る
、
関
白
秀
次
が
秀
吉
に
よ
っ

て
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
地
で
も
あ
る
。
一
族
は
三
条
河
原

で
処
刑
さ
れ
、
墓
は
三
条
木
屋
町
の
瑞
泉
寺
に
あ
る
。

　

和
歌
山
市
の
近
く
に
、
有
吉
佐
和
子
の
「
華
岡
青
洲

の
妻
」
で
、
に
わ
か
に
有
名
に
な
っ
た
華
岡
家
が
あ
る
。

市
川
雷
蔵
、
若
尾
文
子
、
高
峰
秀
子
の
大
映
映
画
が
思

い
出
さ
れ
る
。
徳
川
御
三
家
の
一
つ
紀
州
公
・
暴
れ
ん

坊
将
軍
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
吉
宗
も
、
和
歌
山

市
に
あ
る
城
の
主
で
あ
る
。
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
み0

か
ん

0

0

の
話
も
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
山
と
い
う
所
は
、
当

然
な
が
ら
紀
州
の
海
に
ま
つ
わ
る
話
が
数
限
り
な
い
。

と
い
わ
れ
た
三
重
県
を
北
よ
り
め
ぐ
ろ
う
。
ま
ず
「
そ

の
手
は
桑
名
の
焼
き
は
ま
ぐ
り
」
と
い
わ
れ
た
桑
名
は

東
海
道
の
宿
駅
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
次
へ
は
伊
勢
湾
を

船
で
渡
っ
た
。
そ
の
南
の
四
日
市
は
、
丹
羽
文
雄
（
寺

の
生
ま
れ
）、
鈴
鹿
市
は
、
佐
佐
木
信
綱
（
生
家
は
記

念
館
と
な
っ
て
い
る
）
で
有
名
で
あ
る
が
、
古
い
街
道

が
今
な
お
残
っ
て
い
る
関
も
忘
れ
が
た
い
。
津
は
、
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
阿
漕

0

0

ヶ
浦
も
あ
る
。
例
の

「
あ
こ
ぎ

0

0

0

な
こ
と
を
す
る
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に

伊
勢
湾
に
そ
っ
て
下
る
と
、
そ
こ
は
松
阪
で
あ
る
、
市

内
に
は
、「
宣
長
旧
宅
跡
」「
本
居
神
社
」「
鈴
の
屋
」

「
本
居
宣
長
記
念
館
」「
宣
長
奥お

く

墓つ
き

」
と
多
数
あ
る
。
宣

長
と
い
う
と
、「
松
阪
の
一
夜
」
が
想
起
さ
れ
、
賀
茂

真
淵
と
古
事
記
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
が
、
も

う
一
つ
中
心
は
源
氏
物
語
に
つ
い
て
だ
と
い
う
人
（
大

野
晋
）
も
い
る
。
ま
た
梶
井
基
次
郎
の
「
城
の
あ
る
町

に
て
」
も
忘
れ
が
た
い
。
松
阪
が
蒲が

も
う生

氏う
じ

郷さ
と

の
城
下
町

で
あ
り
、
伊
勢
商
人
の
地
で
も
あ
っ
た
。

　

狭
義
の
「
伊
勢
」
へ
行
こ
う
。
松
阪
の
先
、
近
鉄

「
斎
宮
」
駅
の
前
に
、〝
賀
茂
の
斎
院
、
伊
勢
の
斎
宮
〞

と
対
比
さ
れ
る
斎
宮
歴
史
博
物
館
が
あ
る
。
そ
し
て
伊

勢
神
宮
の
外
宮
、
内
宮
の
う
ち
、
五
十
鈴
川
の
流
れ
て

い
る
内
宮
の
ほ
う
が
趣
深
い
。
近
く
に
よ
い
本
を
も
っ

て
い
る
神
宮
文
庫
も
あ
る
。
夫
婦
岩
で
有
名
な
二
見
浦

も
近
い
。
西
行
が
定
家
に
よ
ま
せ
た
二
見
浦
百
首
の
う

ち
の
、
新
古
今
の
「
見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け

り
…
」
は
定
家
25
歳
の
時
の
傑
作
で
、
源
氏
物
語
を
ふ

ま
え
て
い
る
。
さ
ら
に
西
行
は
自
己
の
自
信
作
を
歌
合

歩散
学

文
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